
カラマツミキモグリガ

カラマツの幹や枝から虫糞の混じったヤニがでる．その部分の樹皮内にイモムシ（幼虫）や蛹がみられる．幼虫は秋から早春に

発生する．最大長約11mm．頭は茶色．体は灰色，頭の近くの背面は暗い茶色．尾端背面は暗い茶色．蛹や蛹殻は春にみられ，

茶色．

まれに多発し，木を衰弱させる．

【学名】 Cydia laricicolana 

【分類】 チョウ目（Lepidoptera），ハマキガ科（Tortricidae）

【分布】 北海道；アムール，シベリア．

【生態】

宿主：カラマツの樹皮．

年１世代．樹皮内で幼虫で越冬する．５月下旬～６月上旬に樹皮内で糞をつづって繭を作り蛹になる．成虫は６月下旬～７月上

旬に出現．幼虫は樹皮内に潜り，夏から翌春にかけて内樹皮を食べて成長する．

【被害と防除】

カラマツ林でまれに多発記録がある．１０年生前後の林で多発するといわれている．枯れることはないが，成長が遅れる原因に

なるといわれている．防除は普通必要とされない．
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